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2025年も多大なるご愛顧をいただき、厚く御礼申し上げます。

人生に深く寄り添うパートナーとして、

私たちは2026年も皆様とかけがえのない時間を重ねていく所存です。

取締役専務
 なか  むら       ご   へい

中村 伍平

新年のご挨拶

2025年、かけがえのないご縁が
私たちの原動力に

理念を胸に一丸となり、
地域の明日を切り拓く

「人生で一番高い買物を何故、 弊社でご契約していただいた
のでしょう？」 
このご質問をご契約時に私自身がしています。その中で特に
心に 残っているのは、「物件を決める前から、この担当者から
買おう と、家族で決めていました」というお言葉を数多くいた
だいたことで す。これは手前味噌で恐縮ですが、 社員がお客
様と深い信頼関係を 築き、プロとして 「個人のブランド」 を確
立できている証ではない のかと感じています。皆様に選んで
いただいたことを誇りに思うとともに、深く感謝申し上げます。 

2026 年、西和不動産はこの地域にとって、「より信頼できる存
在」であり続けることをお約束します。そのために、本年は改
めて会社の指針（パーパス・ミッション・ビジョン・バリュー）を
見つめ、組織の結束力を高めてまいります。目指しているの
は、社員全員が同じ方向を向き、高い志を持つ「強い組織」で
す。それがお客様へのサービス品質の向上、そしてより確かな

「安心・安全」の提供に直結すると確信しています。 また、空き
家のリユース事業を通じて、地域の課題解決にも注力。良質な
住宅の再生は団地のゴーストタウン化を防ぎ、街全体を持続
可能な存在にするための重要な地域貢献です。現状に留まる
ことなく果敢に挑戦し、住まいを通じて豊かな地域社会の実
現に尽力してまいります。

2026年、私の約束

イマジンホーム 
部長
 しば   た      りょう すけ

柴田 亮介

2025年は暮らしを深める提案を
意識した年に

想像を超える感動をある30代後半のご家族とのエピソードです。新生活に向けて
家具や家電の配置のご相談をお受けする中で、ロボット掃除
機の収納場所についてご提案しました。単に機器を置くので
はなく、リビングから見えないよう位置を工夫し、機能的に使
える専用スペースを設けるというアイデアです。「そんな発想
はなかった」と大変喜んでいただけました。この提案は、お客
様の生活スタイルや趣味、休日の過ごし方などをじっくり伺っ
たからこそ可能だったと感じています。住み始めてからの後悔
を少しでも減らし、豊かに暮らしていただきたい。その一心で、
プロとしての経験と最新のトレンドを組み合わせたご提案を
心がけています。

地域のお客様にとって、単に「良い家（モノ）」を提供するだけ
でなく、そこで営まれる「より良い暮らし（コト）」を創造する存
在でありたいと考えています。
設備が良いのは当然のことですが、目指すのはその先にある、
お客様の想像の１つ上を行くご提案です。そのためにも、モデ
ルハウスでの宿泊体験などを通じて、暮らしを体感していただ
ける機会を創出できたらと考えております。私たちの強みは、
お客様を思う「人」の力です。チーム一丸となり、お客様一人ひ
とりに寄り添い、選んでいただける企業であり続けられるよう
精進してまいります。

2026年、私の約束

経営企画室 
室長
 ふじ   わら     たか   し

藤原 貴之

広告から生まれたお客様との接点

地域の発展に貢献する住まい提供

普段はお客様と接する機会の少ない部署におりますが、昨年
は広告制作を通じ、お客様とのつながりを実感した１年でし
た。特に印象深かったのは、イオンモール草津に掲示した「間
違い探し」の広告です。お買い物の合間に親子で楽しんでい
ただけるよう工夫を凝らしたところ、多くの方にWebの正解
ページへアクセスしていただきました。現地で楽しんでくだ
さっている様子や、数字として表れる反応。このような反響を
通じ、私たちの発信が皆様の笑顔につながっていると実感で
きたことが喜びでした。

滋賀に根ざした企業として、2026 年は「地域の活性化」により
一層貢献してまいります。私たちが魅力的な分譲地やこだわ
りの住まいを提供し、新しいご家族をお迎えすること。それは
街全体の活気や公共施設の充実、ひいては地域の安心・安全
にもつながると考えています。単に家を建てるだけでなく、
そこに住まうことで日々の暮らしが豊かになり、地域全体が
より良くなる。そのような未来を描きながら、皆様に選ばれ
続ける企業であるよう誠心誠意取り組んでまいります。

2026年、私の約束

リフォームせいわ 
統括マネージャー
 おお  かわ     たか  ひろ

大川 貴大

2025年、信頼とつながりを実感

地域に必要とされる店舗へ

実質的に営業職を離れて活動していた2025年、特に印象に
残っているのは、秋の周年祭での出来事です。かつて担当させ
ていただいたお客様がたくさん足を運んでくださり、「またい
つでも来てね」と温かい言葉をかけてくださったり、ご友人を
ご紹介くださったりしたのです。これまでの対応が信頼につな
がったのだと改めて実感し、大変嬉しく思いました。会場でい
ただいた新たなご相談は、その場で部下へと引き継ぎ、ご縁
の広がりを肌で感じることができました。

2026 年は、この地域の方々から信頼され、必要とされる店舗
でありたいと考えています。お住まいのことで何かあった際、

「すぐに相談ができる」「気軽に相談ができる」と思っていただ
けるよう努めてまいります。そのため、2026年は特にアフター
フォローへ力を入れる所存です。工事が終わったあとも、お客
様と継続的なかかわりを持ちたいと考えています。

2026年、私の約束

世代を超える信頼は、
誠実な対話から

「住まい」の生涯パートナーとして

2025年最も嬉しかったことは、かつて当社で家を建ててくだ
さったお客様より、「子どもが家を建てる」とご紹介いただく機
会が増えたことです。親子２代、ときには３代にわたって当社を
選んでいただけることは、私たちにとって何よりの喜びです。
私が最も大切にしているのは、「良いことも悪いことも正直にお
伝えする誠実さ」です。たとえお耳に痛いことでも包み隠さず
お話しし、真摯に向き合う姿勢こそが信頼関係の礎になると
信じております。このような誠実な対話の積み重ねが、世代を
超えた長いお付き合いにつながっていると実感しております。

西和不動産がこの地域にとって、「なくてはならない存在」で
ありたいと願っております。物価高騰などが続く昨今、イニ
シャルコストだけでなく、ランニングコストも抑えた住まいづく
りをご提案することが、私たちの使命だと考えております。
その取り組みとして、新築への20 年保証に加え、最長 60 年
まで延長可能な保証システムを導入しました。「家を売って終
わり」ではなく、メンテナンスを含めお客様の暮らしを末永く
サポートする体制を整備。ライフスタイルの変化に合わせ、
頼れる「生涯のパートナー」として貢献してまいります。

2026年、私の約束

常務
 みや  じま      ひで   し

宮嶋 秀司
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心から安心して暮らせる住まいをお客様にお届けするためには、まず現
場の安全管理が不可欠です。2025年11月28日、日頃から工事に携わって
いただいている協力業者様など約150名にお集まりいただき、「安全大会」
を開催いたしました。
当日は、労働基準監督署の方による講話や安全スローガンの唱和があり、
講話や唱和を通じて労働災害の防止と安全意識の向上を図りました。
単に事故をなくすだけでなく、現場で働く一人ひとりがプロフェッショナル
としての意識を再確認する場となりました。

私の出身地である滋賀県甲賀市土山町は、緑豊かな土地ですが、
空き家問題や若者の流出という課題も抱えています。本プロジェ
クトは、単なる建物の改装に留まらず、デザインを通じて地域活
性化の一助となることを目指しました。地域の方々には、当初、外
部からの参入に対し、少なからずご不安を感じる方も。しかし、集
会やお茶摘み体験などの交流を通して、少しずつご理解をいただ
くことができました。構想から完成まで約３年を要しましたが、
地域の方々に受け入れていただくまでのこの一連のストーリーこ
そが、何よりの成果だと感じています。この受賞を通じて、一見課
題が多いと思われがちな地域であっても、デザインの力で希望を
生み出せるという可能性をお示しできればと考えております。

限られた予算の中で、私たちは古民家本来の良さを最大限に活かすことに
注力しました。デザイン面で特にこだわったのは、コスト抑制と地域参加
の両立です。壁の塗装などは施主様や地域の方々とのワークショップ形式
を取り入れ、予算を抑えつつ、関わる全ての人々が建物への愛着を持てるよ
うに工夫しました。また、内装は宿泊客と地域住民が自然に交流できるよ
う、キッチンを囲むオープンな配置とし、広々とした畳やフローリングのス
ペースを設けました。既存の建具も調整しながら再利用し、新旧が調和す
る空間を目指しています。進行中には、シロアリの被害や雨漏りなど古民
家特有の問題も発覚しましたが、予算配分の優先順位を的確に見極める
ことで対応いたしました。

私たちがご提供できるのは、建物やデザインという「器」の部分までです。
しかし、この空間が地域の方々の交流の場となり、イベントが生まれていく
ことでしょう。「グッドデザイン賞を受賞した建物」という評価が、使われる
方や住民の方々の意識を高めるきっかけになれば大変光栄です。デザイ
ンの際に私が大切にしているのは、建築家として作品を押し付けるのでは
なく、暮らしに寄り添う提案をすること。これからも住む人が自由に空間
を彩れるよう、関わりながらその地域、その生活の良さを残すことを意識
してまいります。

私たちは、無理な工期短縮や長時間労働を排除し、職人の
方々が万全の状態で作業できる環境づくりを徹底しておりま
す。会社が率先して作業環境を整えることが、施工ミスの防止
や精度の向上、ひいてはお客様へ提供する「住まいの品質」に
直結すると確信しているためです。
現場の安全は、お客様への誠実さの証です。2026年も、安全
管理と品質向上を両輪とし、皆様から信頼していただける家づ
くりに邁進してまいります。

安全大会を開催協力業者様150名と共に

現場の安全が「住まいの品質」を支える。

お客様に安心して暮らせる住まいをお届けするため、当社では現場の安全管理を最優先事項としています。
2025年11月に開催された「安全大会」の様子と、健全な作業環境がどのように確かな品質へつながるのか。
宮嶋常務の想いをお伝えします。

このたび、当グループ企業の「ALTS DESIGN OFFICE」
は2025年度グッドデザイン賞を受賞いたしました。
滋賀県甲賀市土山にて、空き家問題を抱える古民家を
宿泊施設として再生させたプロジェクトと、古民家再生
への想いをご紹介します。

健全な作業環境が「確かな品質」を生む協力業者様と共に、安全意識を再確認

常務 
みや じま    ひで    し

宮嶋 秀司

 みず もと    すみ    お

水本 純央
地域との対話から生まれた空間

「既存の良さ」と「交流」をデザインする工夫

地域と住まい手の想いを紡ぐ
古民家再生2025年度

グッドデザイン賞受賞！
2025年度

グッドデザイン賞受賞！

プロジェクトについて

デザイン面で工夫したところ

お客様へ向けて

安全大会について お客様に向けて

ALTS DESIGN OFFICE　代表


